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指定演題 座長一覧

発表セッション 氏名 所属 演題数 演題番号 会場 討議日時

総会長
講演

Blue Ocean 髙橋 孝喜 日本赤十字社血液事業本部顧問 1 PL 第 1 会場 5月 15 日
13：20～13：50

特別講演

臍帯血造血幹細胞の更なる可能性 長村登紀子 東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッ
シング輸血部/検査部

1 SL1 第 1 会場 5月 14 日
11：10～12：00

前立腺がん手術と輸血療法―ロ
ボット支援手術がもたらしたもの

岡崎 仁 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液セン
ター

1 SL2 第 1 会場 5月 14 日
13：20～14：10

招請講演

New blood products（cold-stored
platelets, lyophilized plasma, and
low-titer group O whole blood）新
規血液製剤について―冷蔵保存血
小板・凍結乾燥血漿・低力価O
型全血―

宮田 茂樹 日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所 1 IL1 第 2 会場 5月 14 日
9：00～10：00

TRALI and TACO ‒ two breathtaking 
syndromes　TRALI と TACO―
重篤な 2 つの輸血関連肺合併症

岡崎 仁 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液セン
ター

1 IL2 第 2 会場 5月 15 日
9：20～10：20

Implementation of Patient Blood
Management Outside Japan 海外
の PBMの実施状況について

佐藤 智彦
難波 寛子

東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部
東京都赤十字血液センター事業推進二部

2 IL3-1～
IL3-2

第 2 会場 5月 15 日
14：00～15：00

ISBT mission, vision and activities
as we approach the 2028 ISBT
conference in Yokohama2028 年横
浜開催に向けた ISBTの展望―次
の 5年間の使命と活動

津野 寛和 日本赤十字社関東甲信越ブロック血液セン
ター

1 IL4 第 2 会場 5月 16 日
11：10～12：00

教育講演

血小板機能異常症を知る―診断基
準と血小板機能検査の実際―

松下 正 日本赤十字社血液事業本部 1 EL1 第 4 会場 5月 14 日
11：00～11：30

論文投稿のすゝめ 蒸野 寿紀 和歌山県立医科大学地域医療支援センター 1 EL2 第 4 会場 5月 14 日
11：30～12：00

輸血医学教育の現状と課題，今後
の方向性

山﨑 宏人 金沢大学附属病院医療安全管理部 1 EL3 第 4 会場 5月 14 日
13：20～13：50

免疫療法が拓く時代に自家造血幹
細胞移植は何を担うのか―多発性
骨髄腫を中心に

松本 雅則 奈良県立医科大学附属病院輸血部 1 EL4 第 3 会場 5月 15 日
9：00～9：30

HLA半合致移植の現状と成績 錦井 秀和 筑波大学附属病院医学医療科血液内科 1 EL5 第 3 会場 5月 15 日
9：30～10：00

研究現場の利益相反管理―リスク
を早期に察知し，適切に対応する
ために―

藤井 輝久 広島大学病院輸血部 1 EL6 第 3 会場 5月 15 日
10：00～10：30

CADの適切な診断に向けて～
CAD関連検査法の解説～

伊藤 正一 日本赤十字社東北ブロック血液センター 1 EL7 第 3 会場 5月 15 日
10：40～11：10

非溶血性輸血副反応 村上 純子 長野県赤十字血液センター 1 EL8 第 3 会場 5月 15 日
11：10～11：40

本邦の新規血液製剤の開発に向け
て

谷 慶彦 日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所 1 EL9 第 4 会場 5月 16 日
10：40～11：10

「輸血の有効性・安全性の評価お
よび適正使用推進ガイド」の要点
と活用法

藤原慎一郎 自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部 1 EL10 第 4 会場 5月 16 日
11：10～11：40

輸血療法の注意点～安全管理の視
点から～

清水 直美 東邦大学医療センター佐倉病院輸血部 1 EL11 第 5 会場 5月 16 日
10：30～11：00
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発表セッション 氏名 所属 演題数 演題番号 会場 討議日時

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中小医療機関における輸血関連検
査の現状と協力体制

加藤 栄史
藤原慎一郎

医療法人福友会福友病院
自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部

5 SY1-1～
SY1-5

第 1 会場 5月 14 日
9：00～10：30

若手の登竜門 田島 正輝
天本 貴広

神奈川県立足柄上病院検査技術科輸血検査室
久留米大学医療センター臨床検査室

4 SY2-1～
SY2-4

第 3 会場 5月 14 日
9：00～10：30

CAR-T 細胞療法，その先へ 新井 康之
山﨑 理絵

京都大学医学部附属病院細胞療法科
慶應義塾大学病院輸血・細胞療法センター

3 SY3-1～
SY3-3

第 3 会場 5月 14 日
10：30～12：00

輸血教育における多職種連携につ
いて

藤原実名美
平安山知子

東北大学病院輸血・細胞治療部
九州大学病院遺伝子・細胞療法部

6 SY4-1～
SY4-6

第 4 会場 5月 14 日
13：50～15：20

輸血・細胞治療部門が支える移植
医療（日本組織適合性学会合同シ
ンポジウム）

杉本 達哉
村田 誠

東海大学医学部付属八王子病院臨床検査技術科
滋賀医科大学医学部医学科血液内科学講座

3 SY5-1～
SY5-3

第 5 会場 5月 14 日
9：00～10：30

臨床輸血看護師が担う輸血医療の
安全と現場実践

石井 洋子
小見山貴代美

船橋市立医療センター看護局 4 SY6-1～
SY6-4

第 5 会場 5月 14 日
10：30～12：00

Introduction and Expansion of
CAR-T Cell Therapy in Asian
Countries アジア諸国における
CAR-T 細胞療法の導入と展開

豊嶋 崇徳
池田 和彦

北海道大学大学院医学研究院血液内科学教室
福島県立医科大学医学部輸血・移植免疫学講座

4 SY7-1～
SY7-4

第 2 会場 5月 15 日
10：30～12：00

コンピュータクロスマッチについ
て考える

水村 真也
奥田 誠

虎の門病院輸血・細胞治療部
日本赤十字社血液事業本部技術部

4 SY8-1～
SY8-4

第 4 会場 5月 15 日
10：30～12：00

わたし，論文書けますか？―看護
師筆頭の論文を学会誌に出そう―

佐藤 智彦
猪越ひろむ

東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部
千葉大学医学部附属病院看護部放射線・中央診療施設輸血・細胞療法部担当

6 SY9-1～
SY9-6

第 5 会場 5月 15 日
9：00～10：30

遺伝子・細胞治療の現状とその先
へ―安全性・有効性・医療経済の
観点から―（日本再生医療学会合
同シンポジウム）

佐藤 正人
長村登紀子

東海大学医学部医学科外科学系整形外科学
東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング輸血部/検査部

4 SY10-1～
SY10-4

第 5 会場 5月 15 日
14：00～15：30

輸血検査症例検討会 小嶋 俊介
日高 陽子

信州大学医学部附属病院先端細胞治療センター
東邦大学医療センター大森病院輸血部

3 SY11-1～
SY11-3

第 1 会場 5月 16 日
13：50～15：20

血液型不適合胎児新生児溶血性疾
患

常山 初江
伊藤 正一

日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター
日本赤十字社東北ブロック血液センター

5 SY12-1～
SY12-5

第 2 会場 5月 16 日
13：20～14：50

医療制度の変化に伴い「在宅輸血」
を考える

藤田 浩
山﨑 宏人

地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院輸血科
金沢大学附属病院医療安全管理部

4 SY13-1～
SY13-4

第 3 会場 5月 16 日
13：20～14：50

緊急輸血（大量輸血）における検査
技師（輸血部門）の関わり方につい
て

吉田 雅弥
山本 晃士

熊本赤十字病院検査部
愛知県赤十字血液センター

4 SY14-1～
SY14-4

第 4 会場 5月 16 日
13：20～14：50

共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

iPS 細胞を用いた人工血小板製造
プロジェクト～臨床への導入に向
けた挑戦～

松本 雅則
杉本 直志

奈良県立医科大学附属病院輸血部
京都大学 iPS 細胞研究所臨床応用研究部門

6 SSY1-1～
SSY1-6

第 1 会場 5月 15 日
10：30～12：00

免疫グロブリン製剤～未来への
アップデート～

田中 朝志
山﨑 理絵

東京医科大学八王子医療センター臨床検査医学科・輸血部
慶應義塾大学病院輸血・細胞療法センター

3 SSY2-1～
SSY2-3

第 3 会場 5月 15 日
14：00～15：30

へき地・離島等での血液製剤の有
効利用の推進 ver.5

田中 朝志
長井 一浩

東京医科大学八王子医療センター輸血部
独立行政法人国立病院機構長崎医療センター臨床検査部

4 SSY3-1～
SSY3-4

第 5 会場 5月 15 日
15：40～17：10

CAR T細胞療法の現在とこれか
ら

新井 康之
加藤 光次

京都大学医学部附属病院細胞療法科
九州大学大学院医学研究院病態修復内科学

4 SSY4-1～
SSY4-4

第 2 会場 5月 16 日
9：00～11：00

細菌スクリーニング導入後の状況
について

加藤 栄史
岡崎 仁

福友病院介護医療院
日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター

4 SSY5-1～
SSY5-4

第 4 会場 5月 16 日
9：00～10：30
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

The Next Generation of Transfu-
sion Strategies：Frontiers in
Critical Care 大量出血症例に対す
る最新の輸血療法について

宮田 茂樹
久志本成樹

日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所
東北大学病院/川崎幸病院

4 PD1-1～
PD1-4

第 2 会場 5月 14 日
10：00～11：40

次世代リーダー技師によるオープ
ンディスカッション―これからの
輸血細胞療法を見据えた人材育
成・業務改善・体制整備―

小嶋 俊介
大友 直樹
小嶋 隼人
中山小太郎純友
石橋 瑞樹
金井 崚
黒田 竜平
藤原 晴美

信州大学医学部附属病院先端細胞治療センター
東京科学大学病院輸血・細胞治療センター
藤田医科大学病院輸血部
大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部
東邦大学医療センター大森病院輸血部
信州大学医学部附属病院輸血部
三重大学医学部附属病院検査部
高知大学医学部附属病院輸血・細胞治療部

4 PD2～
PD2-3

第 2 会場 5月 14 日
13：20～14：50

特殊環境の現場から学ぶ輸血看
護：透析・在宅・小児・手術・産
科の実践

猪越ひろむ
梅木 智美

千葉大学医学部附属病院看護部放射線・中央診療施設輸血・細胞療法部担当
雪の聖母会聖マリア病院安全・感染管理室

5 PD3-1～
PD3-5

第 5 会場 5月 14 日
13：20～14：50

地域格差のない輸血医療を目指し
て―合同輸血療法委員会による支
援の最前線―

野﨑 昭人
石田 明

公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター輸血部
埼玉医科大学国際医療センター輸血・細胞移植部

4 PD4-1～
PD4-4

第 1 会場 5月 15 日
9：00～10：30

他職種からみた臨床検査技師のタ
スクシフト―どこまでの業務を行
える（行う）のかわからない，相互
理解の重要性―

丸山美津子
奥田 誠

三重大学医学部附属病院輸血・細胞治療部
日本赤十字社血液事業本部技術部

4 PD5-1～
PD5-4

第 4 会場 5月 15 日
14：00～15：30

アフェレーシスナースの今後の展
望―他職種からの期待とナースか
らの応答―

村田真由美
佐藤 智彦
若林マリア
柴田 玲子

公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院血液治療センター
東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部
社会医療法人北楡会札幌北楡病院人工臓器治療センター（AOC）
東京都赤十字血液センター事業推進二部

5 PD6～
PD6-4

第 5 会場 5月 16 日
9：00～10：30

共催パネ
ルディス
カッショ
ン

Patient Blood Management を深
掘りする

紀野 修一
津野 寛和

日本赤十字社血液事業本部
日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター

5 SPD-1～
SPD-5

第 2 会場 5月 15 日
15：00～16：30

精度管理
報告

国分寺 晃 広島国際大学保健医療学部医療技術学科 2 QC-1～
QC-2

第 1 会場 5月 16 日
13：20～13：50

サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

合同輸血療法委員会が推進する輸
血医療の適正化

牧野 茂義
河野 武弘

東京都赤十字血液センター
大阪医科薬科大学病院輸血室

5 ST1-1～
ST1-5

第 4 会場 5月 14 日
9：00～11：00

フローサイトメトリーによるCD
34 陽性細胞数測定研修セミナー

髙橋 典子
皆川 敬治

国立がん研究センター中央病院臨床検査科輸血管理室
公立大学法人福島県立医科大学附属病院輸血・移植免疫部

4 ST2-1～
ST2-4

第 6 会場 5月 14 日
9：00～10：00

病院情報システム 末岡榮三朗
大谷 慎一

祐愛会高島病院未来型医療研究所
北里大学医学部輸血・細胞移植学

5 ST3-1～
ST3-5

第 6 会場 5月 15 日
14：50～16：50

検査技師リフレッシャーコース
（輸血検査技術講習会委員会）

富山 隆介
奥田 典子

富山大学附属病院検査・輸血細胞治療部
兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター

4 ST4-1～
ST4-4

第 1 会場 5月 16 日
9：00～11：00

指
定
教
育
セ
ミ
ナ
ー

細胞治療に必要な細胞処理・検査
に関する技術講習会（細胞治療認
定管理師制度協議会，学会認定ア
フェレーシスナース制度指定講習
会）

三村 尚也
阿部真知子

千葉大学医学部附属病院輸血・細胞療法部
東北大学病院輸血・細胞治療部

2 ES1-1～
ES1-2

第 1 会場
5月 15 日
14：00～16：00

藤原実名美
武田 航

東北大学病院輸血・細胞治療部
国立がん研究センター中央病院造血幹細胞移植科

5 ES1-3～
ES1-7

認定輸血検査技師に求められるこ
と（認定輸血検査技師制度協議会
試験委員会）

奧山 美樹
杉本 達哉

千葉県赤十字血液センター
東海大学医学部付属八王子病院臨床検査技術科

4 ES2-1～
ES2-4

第 4 会場 5月 15 日
9：00～10：30

アフェレーシスナースの役割と安
全対策―アフェレーシスナースの
存在意義

久保田 寧
山本由加里

佐賀県医療センター好生館検査部
富山大学医学部付属病院看護部/アフェレーシスナース制度カリキュラム委員会副委員長

4 ES3-1～
ES3-4

第 5 会場 5月 15 日
10：30～12：00

ブラッシュアップセミナー（学会
認定・臨床輸血看護師 カリキュ
ラム委員会）

平安山知子
梅木 智美

九州大学病院遺伝子・細胞療法部
雪の聖母会聖マリア病院安全・感染管理室

1 ES4 第 5 会場 5月 16 日
13：20～14：50

I＆A Q＆A 横濱 章彦
田中 朝志

群馬県赤十字血液センター
東京医科大学八王子医療センター輸血部

2 ES5-1～
ES5-2

第 6 会場 5月 16 日
8：00～9：30

2026 年度 I＆A 視察員養成講習
会

横濱 章彦 群馬県赤十字血液センター 1 ES6



172 Japanese Journal of Transfusion and Cell Therapy, Vol. 72. No. 2, 2026

指
定
演
題

プ
ロ
グ
ラ
ム

発表セッション 氏名 所属 演題数 演題番号 会場 討議日時

第31回学
術奨励賞
受賞記念
講演

乾式FFP高速解凍モードの検討 豊嶋 崇徳 北海道大学大学院医学研究院血液内科学教室 1 GL 第 1会場 5月 14 日
15：40～16：10

第25回村
上記念賞
受賞記念
講演

自分らしく生きる―黄色い涙を超
えて

松本 雅則 奈良県立医科大学附属病院輸血部 1 ML 第 1会場 5月 14 日
16：10～17：10

共
催
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

未来の臨床検査技師に求められる
価値とは

池本 純子 兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター 1 LS1 第 3 会場 5月 14 日
12：10～13：10

周産期領域における PBM～貧血
管理を中心に～

佐藤 智彦 東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療
部

1 LS2 第 4 会場 5月 14 日
12：10～13：10

知っているようで知らないリンゴ
病―パルボウイルス流行と血液製
剤における感染防止対策―

小林 正夫 日本赤十字社中四国ブロック血液センター 1 LS3 第 5 会場 5月 14 日
12：10～13：10

血小板減少症の診断と発症メカニ
ズム

加藤 恒
桑名 正隆

大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部
日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学分野

2 LS4-1～
LS4-2

第 6 会場 5月 14 日
12：10～13：10

整形外科医が考える血友病患者の
周術期管理

天野 景裕 東京医科大学臨床検査医学分野 1 LS5 第 7 会場 5月 14 日
12：10～13：10

はばたく～次世代細胞療法運用学
で目指すべきゴール

加藤 光次 九州大学大学院医学研究院病態修復内科学 1 LS6 第 1 会場 5月 15 日
12：10～13：10

Clinical Advantage of Intercept
Fibrinogen Concentrate（IFC）
over Traditional Cryoprecipi-
tate：Room Temperature Stor-
age for Five Days and Immediate
Availability

宮田 茂樹 日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所 1 LS7 第 2 会場 5月 15 日
12：10～13：10

ABO不適合造血幹細胞移植後の
輸血検査における注意点

牧野 茂義 東京都赤十字血液センター 1 LS8 第 3 会場 5月 15 日
12：10～13：10

ヘムライブラを“どう使うか”：先
天性・後天性血友病Aにおける
位置付けと課題

関 義信 新潟大学医歯学総合病院血液内科 2 LS9-1～
LS9-2

第 4 会場 5月 15 日
12：10～13：10

輸血部の新たな役割～クリオシー
ルの導入と運用～

藤原慎一郎 自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部 2 LS10-1～
LS10-2

第 5 会場 5月 15 日
12：10～13：10

Blood Health の改善のための鉄代
謝専門家からの提言

佐藤 智彦
鈴木 隆浩

東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部
北里大学医学部血液内科学

2 LS11-1～
LS11-2

第 6 会場 5月 15 日
12：10～13：10

免疫性血小板減少症（ITP）の理解
を深める～症例に基づくアバトロ
ンボパグの適正使用と将来の展
望～

冨山 佳昭 医療法人財団樹徳会上ヶ原病院 1 LS12 第 7 会場 5月 15 日
12：10～13：10

血友病治療における新たな治療選
択―ヒムペブジの可能性―

小川 孔幸 群馬大学医学部附属病院輸血部 1 LS13 第 2 会場 5月 16 日
12：10～13：10

希少血液疾患診療を支える検査の
意義と活用

松本 雅則 奈良県立医科大学血液内科 2 LS14-1～
LS14-2

第 3 会場 5月 16 日
12：10～13：10

アフェレーシス最適化のための取
り組み

佐藤 智彦 東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療
部

2 LS15-1～
LS15-2

第 4 会場 5月 16 日
12：10～13：10

検査データで支える PNH診療―
早期診断と治療中のブレークス
ルー溶血管理

米村 雄士 熊本県赤十字血液センター 1 LS16 第 5 会場 5月 16 日
12：10～13：10

名古屋大学の血友病診療～オルツ
ビーオⓇの使用状況～

天野 景裕 東京医科大学臨床検査医学分野 1 LS17 第 6 会場 5月 16 日
12：10～13：10

ECP 療法の臨床と運用面を考え
る

鬼塚 真仁 東海大学医学部内科学系血液腫瘍内科 2 LS18-1～
LS18-2

第 7 会場 5月 16 日
12：10～13：10

共催ス
イーツセ
ミナー

輸血検査での内部精度管理・外部
精度管理のポイント

名倉 豊 東京大学医学部附属病院輸血部 1 SSW1 第 3 会場 5月 14 日
14：30～15：30

PNH治療の進歩と輸血からの離
脱

後藤 明彦 東京医科大学血液内科学分野 1 SSW2 第 3 会場 5月 15 日
16：20～17：20

希少疾患における最新の治療戦略 正本 庸介 東京大学医学部附属病院輸血部 2 SSW3-1～
SSW3-2

第 4 会場 5月 15 日
16：20～17：20
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2026年日
本血小
板・顆粒
球型ワー
クショッ
プ

小林 洋紀
髙橋 大輔
岡崎 仁

日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター
日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所
日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター

7 血小板WS1～
血小板WS

第 7 会場 5月 15 日
14：30～17：00
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総会長講演

総会長講演 5月 15日（金）13：20～13：50 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）
座長：髙橋 孝喜（日本赤十字社血液事業本部顧問）

PL Blue Ocean
岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

特別講演

特別講演 1 5月 14日（木）11：10～12：00 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）
座長：長村登紀子（東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング輸血部/検査部）

SL1 臍帯血造血幹細胞の更なる可能性
山﨑 聡（東京大学医科学研究所）

特別講演 2 5月 14日（木）13：20～14：10 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）
座長：岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

SL2 前立腺がん手術と輸血療法―ロボット支援手術がもたらしたもの
久米春喜（東京大学大学院医学系研究科泌尿器外科学分野）

招請講演

招請講演 1 5月 14日（木）9：00～10：00 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：宮田 茂樹（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

IL1 New blood products（cold-stored platelets, lyophilized plasma, and low-titer group O whole blood）
新規血液製剤について―冷蔵保存血小板・凍結乾燥血漿・低力価O型全血―
Philip C. Spinella1,2,3,4,5）（Professor of Surgery1），Professor of Critical Care Medicine2），
Co-Director, Trauma and Transfusion Medicine Research Center3），Associate Medical Director, Cen-
ter for Military Medicine Research4），University of Pittsburgh5））

招請講演 2 5月 15日（金）9：20～10：20 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

IL2 TRALI and TACO - two breathtaking syndromes
TRALI と TACO―重篤な 2 つの輸血関連肺合併症
Alexander P.J. Vlaar1,2）（Amsterdam UMC, Department of Intensive Care Medicine and Labora-
tory of Experimental Intensive Care and Anesthesiology（LEICA）, University of Amsterdam.1）， 
Chair of the Department, Principal Investigator2））
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招請講演 3 Implementation of Patient Blood Management Outside Japan

海外の PBMの実施状況について
5月 15日（金）14：00～15：00 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）
難波 寛子（東京都赤十字血液センター事業推進二部）

IL3-1 The paradigm shift towards Patient Blood Management
Patient Blood Management へのパラダイムシフト
Axel Hofmann1,2,3）

（The University of Western Australia1），Professor, Medical School2），International Foundation for Pa-
tient Blood Management（IFPBM）3））

IL3-2 The Second Pillar of Patient Blood Management
Patient Blood Management の第 2の柱について
Ángel Augusto Pérez-Calatayud1,2）

（Hospital General de México“Dr. Eduardo Liceaga”1），Head of the Division of Critical Areas2））

招請講演 4 5月 16日（土）11：10～12：00 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：津野 寛和（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

IL4 ISBT mission, vision and activities as we approach the 2028 ISBT conference in Yokohama
2028 年横浜開催に向けた ISBT の展望―次の 5年間の使命と活動
Yoke Lin FUNG1,2,3）（University of the Sunshine Coast, Australia1），Professor of Medical Laboratory Sci-
ence2），President-Elect of the International Society of Blood Transfusion（ISBT）3））

教育講演

教育講演 1 5月 14日（木）11：00～11：30 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：松下 正（日本赤十字社血液事業本部）

EL1 血小板機能異常症を知る―診断基準と血小板機能検査の実際―
金子 誠（三井記念病院臨床検査部）

教育講演 2 5月 14日（木）11：30～12：00 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：蒸野 寿紀（和歌山県立医科大学地域医療支援センター）

EL2 論文投稿のすゝめ
生田克哉（北海道赤十字血液センター）

教育講演 3 5月 14日（木）13：20～13：50 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：山﨑 宏人（金沢大学附属病院医療安全管理部）

EL3 輸血医学教育の現状と課題，今後の方向性
藤原実名美1），佐藤智彦2）

（東北大学病院1），東京慈恵会医科大学附属病院2））
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教育講演 4 5月 15日（金）9：00～9：30 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）
座長：松本 雅則（奈良県立医科大学附属病院輸血部）

EL4 免疫療法が拓く時代に自家造血幹細胞移植は何を担うのか―多発性骨髄腫を中心に
正本庸介（東京大学医学部附属病院輸血部）

教育講演 5 5月 15日（金）9：30～10：00 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）
座長：錦井 秀和（筑波大学附属病院医学医療科血液内科）

EL5 HLA半合致移植の現状と成績
仲宗根秀樹1,2）（自治医科大学分子病態治療研究センター領域融合治療研究部1），
自治医科大学附属さいたま医療センター血液科2））

教育講演 6 5月 15日（金）10：00～10：30 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）
座長：藤井 輝久（広島大学病院輸血部）

EL6 研究現場の利益相反管理―リスクを早期に察知し，適切に対応するために―
明谷早映子（東京大学大学院医学研究科利益相反アドバイザリー室）

教育講演 7 5月 15日（金）10：40～11：10 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）
座長：伊藤 正一（日本赤十字社東北ブロック血液センター）

EL7 CADの適切な診断に向けて～CAD関連検査法の解説～
細川美香（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）

教育講演 8 5月 15日（金）11：10～11：40 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）
座長：村上 純子（長野県赤十字血液センター）

EL8 非溶血性輸血副反応
柳沢 龍（信州大学医学部附属病院輸血部）

教育講演 9 5月 16日（土）10：40～11：10 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：谷 慶彦（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

EL9 本邦の新規血液製剤の開発に向けて
平 力造（血液事業本部中央血液研究所研究開発部）

教育講演 10 5月 16日（土）11：10～11：40 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：藤原慎一郎（自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部）

EL10 「輸血の有効性・安全性の評価および適正使用推進ガイド」の要点と活用法
松浦秀哲（藤田医科大学医療科学部）

教育講演 11 5月 16日（土）10：30～11：00 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）
座長：清水 直美（東邦大学医療センター佐倉病院輸血部）

EL11 輸血療法の注意点～安全管理の視点から～
石井洋子（船橋市立医療センター）
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シンポジウム

シンポジウム 1 中小医療機関における輸血関連検査の現状と協力体制
5月 14日（木）9：00～10：30 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：加藤 栄史（医療法人福友会福友病院）
藤原慎一郎（自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部）

SY1-1 中小医療機関での輸血関連検査の実態と中核医療機関での支援体制の構築
名倉 豊
（東京大学医学部附属病院輸血部）

SY1-2 外部委託検査での輸血検査
金子 誠1），村井良精2），片井明子3），上ノ山尭哉1），松熊美千代1），奥田 誠4），加藤栄史3,5）

（三井記念病院臨床検査部1），札幌医科大学附属病院検査部2），愛知医科大学病院輸血部3），
日本赤十字社血液事業本部技術部4），福友病院5））

SY1-3 三重大学医学部附属病院における輸血関連検査の技術協力
丸山美津子，大石晃嗣
（三重大学医学部附属病院）

SY1-4 協力医療機関の施設選定基準
酒井和哉
（奈良県立医科大学輸血部）

SY1-5 日本赤十字社との協力体制
生田克哉
（北海道赤十字血液センター）

シンポジウム 2 若手の登竜門
5月 14日（木）9：00～10：30 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：田島 正輝（神奈川県立足柄上病院検査技術科輸血検査室）
天本 貴広（久留米大学医療センター臨床検査室）

SY2-1 輸血検査の魅力～夢とメッセージ～
佐藤志帆
（新百合ヶ丘総合病院臨床検査科）

SY2-2 技師としての将来を考える―認定輸血検査技師取得を経て―
廣田 渉
（さいたま赤十字病院検査部）

SY2-3 挑戦から得たもの―入職後 6年間を振り返って―
坂井春香，西津將巨
（福岡県済生会福岡総合病院）

SY2-4 自己学習のススメ
目黒冬樹
（青森県立中央病院臨床検査部）
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シンポジウム 3 CAR-T細胞療法，その先へ
5月 14日（木）10：30～12：00 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：新井 康之（京都大学医学部附属病院細胞療法科）
山﨑 理絵（慶應義塾大学病院輸血・細胞療法センター）

SY3-1 CAR-T 細胞療法，その先へ：自己免疫疾患
桑名正隆
（日本医科大学アレルギー膠原病内科）

SY3-2 骨髄系腫瘍と固形腫瘍に対するCAR-T 療法開発の現状と展望
中沢洋三
（信州大学医学部小児医学教室）

SY3-3 造血器腫瘍に対するCAR-T 細胞療法の現状と課題
加藤光次
（九州大学病院血液腫瘍心血管内科）

シンポジウム 4 輸血教育における多職種連携について
5月 14日（木）13：50～15：20 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：藤原実名美（東北大学病院輸血・細胞治療部）
平安山知子（九州大学病院遺伝子・細胞療法部）

SY4-1 臨床輸血看護師を中心とした輸血教育チームによる初期臨床研修医への輸血教育
石井洋子
（船橋市立医療センター）

SY4-2 研修医を対象とした緊急輸血のシミュレーション
日高陽子
（東邦大学医療センター大森病院輸血部）

SY4-3 輸血部門における薬剤師の関与と輸血教育
薮田吉弘1,2），村田真由美1,3），石田涼子1,3），岩崎真子1,4），平尾 進1,4），加藤祥子1,4），新田典子1,4），
加塩奈美1,4），小幡奏子1,4），村主啓行1,5），岡田和也1,5），佐藤貴之1,5），前田 猛1,5），大西達人1,5），上田恭典1,5）

（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院血液治療センター1），
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院薬剤部2），
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院看護部3），
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院臨床検査技術部4），
公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院血液内科5））

SY4-4 輸血部臨床検査技師から看護師への輸血教育
金子なつき
（弘前大学医学部附属病院輸血部）

SY4-5 臨床輸血看護師の専門性を活かした輸血投与ラインに関する勉強会
瑞慶覧真樹
（東北大学病院看護部）

SY4-6 初期研修医に向けた輸血同意取得ロールプレイ演習
佐藤智彦
（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）
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シンポジウム 5 輸血・細胞治療部門が支える移植医療（日本組織適合性学会合同シンポジウム）
5月 14日（木）9：00～10：30 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：杉本 達哉（東海大学医学部付属八王子病院臨床検査技術科）
村田 誠（滋賀医科大学医学部医学科血液内科学講座）

SY5-1 心臓・肺移植における組織適合性検査
澤田良子
（東京大学医学部附属病院輸血部）

SY5-2 ABO血液型不適合臓器移植における情報共有の重要性
清川知子1,2）

（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部1），大阪大学医学部附属病院移植医療部2））
SY5-3 ABO不適合臓器移植における輸血療法を考える

小林博人
（東京女子医科大学輸血・細胞プロセシング科）

シンポジウム 6 臨床輸血看護師が担う輸血医療の安全と現場実践
5月 14日（木）10：30～12：00 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：石井 洋子（船橋市立医療センター看護局）
小見山貴代美

SY6-1 当院臨床輸血看護師の安全で適正な輸血療法に向けた取り組み
小林祥一
（埼玉医科大学国際医療センター）

SY6-2 臨床輸血看護師が担う輸血医療の安全と現場実践～病棟輸血経験者の立場から～
原 美樹子
（公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院）

SY6-3 外来輸血の実施とその後の安全について考える
東山しのぶ
（奈良県総合医療センター）

SY6-4 小児専門病院における臨床輸血看護師としての役割と課題
池田圭佑
（兵庫県立こども病院看護部）

シンポジウム 7（Asian Symposium） Introduction and Expansion of CAR-T Cell Therapy in Asian Countries

アジア諸国における CAR-T細胞療法の導入と展開
5月 15日（金）10：30～12：00 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：豊嶋 崇徳（北海道大学大学院医学研究院血液内科学教室）
池田 和彦（福島県立医科大学医学部輸血・移植免疫学講座）

SY7-1 Introduction and Expansion of CAR-T cell Therapy in Asian Countries.
アジア諸国におけるCAR-T 細胞療法の導入と拡大
Dong Wook Jekarl1,2）

（Seoul St. Mary’s Hospital, The Catholic University of Korea, Seoul1），Director of Blood bank, Aphere-
sis Unit, Department of Laboratory Medicine2））

SY7-2 CAR-T therapy in Taiwan：Real-world experience with tisagenlecleucel（Kymriah）
台湾におけるCAR-T 療法：チサゲンレクルユーセル（キムリア）の実臨床経験
Ming Yao1,2）

（Cell Therapy Center, National Taiwan University Hospital1），Professor and Director2））
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SY7-3 Thailand’s Roadmap for CAR-T Expansion：Academic Innovation and Multicenter Clinical Implementa-
tion
タイにおけるCAR-T 療法拡大へのロードマップ：学術的イノベーションと多施設臨床導入
Nattiya Hirankarn1,2）

（Faculty of Medicine, Chulalongkorn University1），Director of Cancer Immunotherapy Excellence Cen-
ter, Associate Dean for Graduate Affairs2））

SY7-4 Cytotherapy Operational Sciences for Sustainable CAR-T Therapy：Lessons from Japan
持続可能なCAR-T 細胞療法の実現のために～細胞療法運用学からの提言
新井康之
（京都大学医学部附属病院）

シンポジウム 8 コンピュータクロスマッチについて考える
5月 15日（金）10：30～12：00 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：水村 真也（虎の門病院輸血・細胞治療部）
奥田 誠（日本赤十字社血液事業本部技術部）

SY8-1 イントロダクション（コンピュータクロスマッチの概要）
名倉 豊
（東京大学医学部附属病院輸血部）

SY8-2 4 ヵ月未満の児へのコンピュータクロスマッチ
畑山祐輝
（鳥取大学医学部附属病院）

SY8-3 造血幹細胞移植後のコンピュータクロスマッチ
水村真也
（虎の門病院輸血・細胞治療部）

SY8-4 特殊な状況下（緊急輸血・臓器移植）におけるコンピュータクロスマッチ
伊藤 誠
（北海道大学病院検査・輸血部）

シンポジウム 9 わたし，論文書けますか？―看護師筆頭の論文を学会誌に出そう―
5月 15日（金）9：00～10：30 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）
猪越ひろむ（千葉大学医学部附属病院看護部放射線・中央診療施設輸血・細胞療法部担当）

SY9-1 日本輸血・細胞治療学会誌編集委員長からのメッセージ
池田和彦1,2）

（福島県立医科大学医学部輸血・移植免疫学講座1），日本輸血・細胞治療学会誌編集委員長2））
SY9-2 学会誌投稿というチャレンジ―看護師が学会誌投稿することの価値を生かす―

高木尚江
（岡山大学病院看護部）

SY9-3 ちょっと書いたけれど……なぜ私はまだ『論文が書けない』と思っているのか
猪越ひろむ
（千葉大学医学部附属病院看護部放射線・中央診療施設輸血・細胞療法部担当）

SY9-4 書かない自分，書けない自分と向き合う
古村恵理
（名古屋大学医学部附属病院輸血部）
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SY9-5 看護実践からはじめる論文執筆～最初の一歩を踏み出すためのヒント～
松浦秀哲
（藤田医科大学医療科学部）

SY9-6 医師からの論文支援：看護師の「やってみたい」を形にするガイド
佐藤智彦
（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

シンポジウム 10 遺伝子・細胞治療の現状とその先へ―安全性・有効性・医療経済の観点から―（日本再生医療学
会合同シンポジウム）

5月 15日（金）14：00～15：30 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）
座長：佐藤 正人（東海大学医学部医学科外科学系整形外科学）

長村登紀子（東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング輸血部/検査部）

SY10-1 安全な遺伝子・細胞治療とその先へ
長村登紀子
（東京大学医科学研究所附属病院セルプロセッシング・輸血部）

SY10-2 「特定細胞加工物の微生物学的安全性に関する指針」の背景とその先への観点から
山口照英
（日本薬科大学）

SY10-3 CAR-T 療法の安全性・有効性・医療経済の観点とその先へ
新井康之
（京都大学医学部附属病院細胞療法科）

SY10-4 日本の膝OA再生医療：安全性を担保する質保証と検証型診療
佐藤正人1,2,3）

（東海大学医学部医学科外科学系整形外科学1），東海大学大学院運動器先端医療研究センター2），
東海大学総合医学研究所3））

シンポジウム 11 輸血検査症例検討会
5月 16日（土）13：50～15：20 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：小嶋 俊介（信州大学医学部附属病院先端細胞治療センター）
日高 陽子（東邦大学医療センター大森病院輸血部）

SY11-1 分子標的治療薬（抗CD38）使用患者の対応について
渋谷祐介
（東海大学医学部付属病院）

SY11-2 患者同型血の在庫がない！！その時の緊急輸血対応どうする？
石本倫子
（高知医療センター）

SY11-3 寒冷凝集素症の患者における輸血対応について
昆 雅士
（東京大学医学部附属病院）
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シンポジウム 12 血液型不適合胎児新生児溶血性疾患
5月 16日（土）13：20～14：50 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：常山 初江（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）
伊藤 正一（日本赤十字社東北ブロック血液センター）

SY12-1 抗Kell 血液型関連抗体による胎児新生児溶血性疾患
常山初江
（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

SY12-2 原因不明の重症胎児水腫が搬送された事案対応/移行抗体抗M起因の造血能抑制による重症胎児水腫の
症例
福田善久
（福岡市民病院検査部）

SY12-3 抗 Jra による胎児貧血及び胎児水腫
伊藤正一
（日本赤十字社東北ブロック血液センター）

SY12-4 抗CD36 によるHDFN，NAIT
宮崎 孔
（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

SY12-5 新しいHDFN分類と anti-FcRn の進歩
大戸 斉，ノレットケネス
（福島県立医科大学）

シンポジウム 13 医療制度の変化に伴い「在宅輸血」を考える
5月 16日（土）13：20～14：50 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：藤田 浩（地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨東病院輸血科）
山﨑 宏人（金沢大学附属病院医療安全管理部）

SY13-1 在宅輸血の安全な普及を目指す地域連携モデル：所沢 1000 例の知見を踏まえた横須賀での試行錯誤へ
萩野剛史1,2）

（横須賀市立総合医療センター1），神奈川歯科大学短期大学2））
SY13-2 在宅輸血の検査協力体制

大島久美1,2）

（聖マリアンナ医科大学病院輸血・細胞治療センター1），聖マリアンナ医科大学病院血液内科2））
SY13-3 東京都における在宅輸血の現状と東京都赤十字血液センターの取り組みについて

飴谷利江子
（東京都赤十字血液センター）

SY13-4 診療報酬
大橋晃太1,2）

（トータス往診クリニック1），NPO血液在宅ねっと2））

シンポジウム 14 緊急輸血（大量輸血）における検査技師（輸血部門）の関わり方について
5月 16日（土）13：20～14：50 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：吉田 雅弥（熊本赤十字病院検査部）
山本 晃士（愛知県赤十字血液センター）

SY14-1 輸血部門における緊急輸血体制と検査技師の関わり
相川佳子
（東京科学大学病院輸血・細胞治療センター）
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SY14-2 緊急輸血に備えたマニュアル整備～中小規模病院の立場から～
嶋田隆宏
（千葉県立佐原病院）

SY14-3 緊急輸血現場での臨床検査技師の役割
古閑有咲
（熊本赤十字病院）

SY14-4 麻酔科医の立場からみた術中大量出血対応と検査技師との関わり
内山敬太
（東京慈恵会医科大学附属病院麻酔部）

共催シンポジウム

共催シンポジウム 1 iPS細胞を用いた人工血小板製造プロジェクト～臨床への導入に向けた挑戦～
〈共催：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）〉

5月 15日（金）10：30～12：00 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）
座長：松本 雅則（奈良県立医科大学附属病院輸血部）

杉本 直志（京都大学 iPS細胞研究所臨床応用研究部門）

SSY1-1 「汎用性の高い iPS細胞由来人工血小板」 Overview
江藤浩之
（京都大学iPS細胞研究所）

SSY1-2 画期的な動物モデルによる臨床応用を見据えた薬効評価系の確立
木田康太郎
（東京慈恵会医科大学麻酔科学講座）

SSY1-3 ヒト iPS細胞由来分化細胞の試験法開発と国際標準化の考え方
諫田泰成
（国立医薬品食品衛生研究所）

SSY1-4 多施設共同での臨床試験を見据えた臨床試験デザインの検討
堺田恵美子1），井上克枝2），諫田淳也3）

（千葉大学大学院医学研究院細胞治療内科学血液研究室1），
山梨大学大学院医学工学総合研究部臨床検査医学講座2），京都大学大学院医学研究科血液・腫瘍内科学3））

SSY1-5 臨床試験及び上市後を見据えた商用生産の実際
村本拓也，足立 隆，細井勇輔，桑江 忍
（ミナリスアドバンストセラピーズ株式会社）

SSY1-6 創薬エコシステム強化に向けた取組について
岩渕雄太
（経済産業省商務・サービスグループ生物化学産業課）

共催シンポジウム 2 免疫グロブリン製剤～未来へのアップデート～ 〈共催：一般社団法人日本血液製剤機構〉
5月 15日（金）14：00～15：30 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：田中 朝志（東京医科大学八王子医療センター臨床検査医学科・輸血部）
山﨑 理絵（慶應義塾大学病院輸血・細胞療法センター）

SSY2-1 免疫グロブリン製剤に関する概論
田中朝志
（東京医科大学八王子医療センター臨床検査医学科・輸血部）
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SSY2-2 血液内科領域における免疫グロブリン製剤の適応と現状
森 毅彦
（東京科学大学血液内科）

SSY2-3 全身型重症筋無力症と IVIg
鈴木重明
（東京都立神経病院脳神経内科）

共催シンポジウム 3 へき地・離島等での血液製剤の有効利用の推進 ver.5 〈共催：東邦薬品株式会社〉
5月 15日（金）15：40～17：10 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：田中 朝志（東京医科大学八王子医療センター輸血部）
長井 一浩（独立行政法人国立病院機構長崎医療センター臨床検査部）

SSY3-1 離島での血液製剤の緊急避難的融通の考え方
宮園卓宜
（慈愛会今村総合病院血液内科/輸血管理室）

SSY3-2 離島における緊急時の輸血療法 ・・・ いわゆる生血コールの現状と全血輸血の今後
竹島茂人
（沖縄県立八重山病院救急科）

SSY3-3 へき地での院内血の実態
藤原慎一郎
（自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部）

SSY3-4 離島での院内血の運用状況と改善策
田中朝志1），藤田 浩2），宮園卓宜3），藤原慎一郎4），長井一浩5）

（東京医科大学八王子医療センター輸血部1），東京都立墨東病院輸血科2），
今村総合病院血液内科・輸血管理室3），自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部4），
長崎医療センター臨床検査科5））

共催シンポジウム 4 CAR T細胞療法の現在とこれから 〈共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社〉
5月 16日（土）9：00～11：00 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：新井 康之（京都大学医学部附属病院細胞療法科）　　　
加藤 光次（九州大学大学院医学研究院病態修復内科学）

SSY4-1 LBCL 治療におけるCAR-T 細胞療法の位置づけと地域連携
櫻井政寿
（慶應義塾大学医学部血液内科）

SSY4-2 CAR-T 療法の持続可能な運用を支える細胞治療コーディネーター機能の確立～輸血部専属アフェレーシ
スナースの実践～
古村恵理
（名古屋大学医学部附属病院輸血部）

SSY4-3 「待てない」症例を救うためのCAR-T 提供体制：当院のV2V時間短縮への取り組みとCRS/ICANSマネ
ジメント
髙橋宏通
（日本大学医学部内科学系血液膠原病内科学分野）

SSY4-4 CAR-T 細胞療法の未来を考える
豊嶋崇徳
（北海道大学血液内科）
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共催シンポジウム 5 細菌スクリーニング導入後の状況について 〈共催：日本赤十字社〉
5月 16日（土）9：00～10：30 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：加藤 栄史（福友病院介護医療院）
岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

SSY5-1 細菌スクリーニング導入による医療機関への影響
松下 正
（日本赤十字社血液事業本部）

SSY5-2 細菌スクリーニング導入で想定したリスクは医療機関で顕在化したのか
藤野恵子，大森名起
（九州大学病院検査部）

SSY5-3 血小板製剤細菌スクリーニングにおける陽性率と検出菌種の特徴
松本真実，坂田秀勝，松林圭二
（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

SSY5-4 細菌スクリーニング導入後の市販後安全対策の現状について
日野郁生
（日本赤十字社血液事業本部）

パネルディスカッション

パネルディスカッション 1 The Next Generation of Transfusion Strategies：Frontiers in Critical Care
大量出血症例に対する最新の輸血療法について

5月 14日（木）10：00～11：40 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：宮田 茂樹（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

久志本成樹（東北大学病院/川崎幸病院）

PD1-1 The Next Generation of Transfusion Strategies：Frontiers in Critical Care
次世代の輸血戦略―集中治療領域の最前線―
Philip C. Spinella1,2,3,4,5）

（Professor of Surgery1），Professor of Critical Care Medicine2），Co-Director, Trauma and Transfu-
sion Medicine Research Center3），Associate Medical Director, Center for Military Medicine Research4），
University of Pittsburgh5））

PD1-2 Massive Transfusion Ratio’s - where is the rationale?
大量輸血における輸血比率――その科学的根拠を問い直す
Alexander P.J. Vlaar1,2）

（Amsterdam UMC, Department of Intensive Care Medicine and Laboratory of Experimental Inten-
sive Care and Anesthesiology（LEICA）, University of Amsterdam.1），Chair of the Department, Princi-
pal Investigator2））

PD1-3 Current status and challenges in transfusion therapy for trauma care in Japan
日本の外傷診療における輸血療法の現状と課題
Makoto Aoki1），Kohsuke Hagisawa2），Manabu Kinoshita3），Tetsuro Kiyozumi4），Satoshi Tomura1）

（Division of Traumatology, National Defense Medical College Research Institute1），Department of Physi-
ology, National Defense Medical College2），Department of Immunology and Microbiology, National De-
fense Medical College3），Department of Traumatology and Critical Care Medicine, National De-
fense Medical College4））
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PD1-4 日本の心臓血管外科手術における輸血療法の現状と課題
Current Status and Challenges of Transfusion Therapy in Cardiac Surgery in Japan
香取信之
（東京慈恵会医科大学麻酔科学講座）

パネルディスカッション 2 次世代リーダー技師によるオープンディスカッション―これからの輸血細胞療法を見
据えた人材育成・業務改善・体制整備―

5月 14日（木）13：20～14：50 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：小嶋 俊介（信州大学医学部附属病院先端細胞治療センター）

大友 直樹（東京科学大学病院輸血・細胞治療センター）

PD2 次世代リーダー技師によるオープンディスカッション Introduction
小嶋俊介1），大友直樹2），清川知子3），名倉 豊4），松浦秀哲5）

（信州大学医学部附属病院先端細胞治療センター1），東京科学大学病院輸血・細胞治療センター2），
大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部3），東京大学医学部附属病院輸血部4），
藤田医科大学医療科学部5））

PD2-1 地域で守る輸血・移植医療の未来～輸血検査情報の共有・専門受け入れ体制による安心の地域連携～
又吉 拓1），中山小太郎純友2），小嶋隼人3）

（琉球大学病院検査・輸血部1），大阪大学医学部附属病院輸血・細胞治療部2），藤田医科大学病院輸血部3））
PD2-2 緊急輸血における多職種連携の重要性とシステム整備の課題―組織的体制とシン・システムの構築―

影山有美子1），石橋瑞樹2），金井 崚3）

（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部1），東邦大学医療センター大森病院輸血部2），
信州大学医学部附属病院輸血部3））

PD2-3 「安心できる輸血当直を目指して」～AI やシステムを活用した非専任技師でも活躍できる業務運用の提
案～
中村浩哉1），藤原晴美2），黒田竜平3）

（長崎大学病院細胞療法部1），高知大学医学部附属病院輸血・細胞治療部2），
三重大学医学部附属病院検査部3））

ディスカッション パネリスト
（Aチーム）小嶋 隼人（藤田医科大学病院輸血部）

中山小太郎純友（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）
（Bチーム）石橋 瑞樹（東邦大学医療センター大森病院輸血部）

金井 崚（信州大学医学部附属病院輸血部）
（Cチーム）黒田 竜平（三重大学医学部附属病院検査部）

藤原 晴美（高知大学医学部附属病院輸血・細胞治療部）

パネルディスカッション 3 特殊環境の現場から学ぶ輸血看護：透析・在宅・小児・手術・産科の実践
5月 14日（木）13：20～14：50 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：猪越ひろむ（千葉大学医学部附属病院看護部放射線・中央診療施設輸血・細胞療法部担当）
梅木 智美（雪の聖母会聖マリア病院安全・感染管理室）

PD3-1 血液透析中における輸血療法の現状
大竹美和
（常磐病院人工透析センター）

PD3-2 手術室輸血の特殊性，手術室でのスタッフ教育
中野恵美
（東京都立病院機構東京都立墨東病院）
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PD3-3 当院における小児輸血療法の実際～認定看護師として安全な輸血療法を考える～
村山優子
（長野県立こども病院第1病棟）

PD3-4 特殊環境下での在宅輸血―臨床輸血看護師の立場から―
増山隆久，大橋晃太
（トータス往診クリニック）

PD3-5 分娩時異常出血における臨床輸血看護師の役割
野村愛里
（地方独立行政法人北九州市立病院機構北九州市立医療センター）

パネルディスカッション 4 地域格差のない輸血医療を目指して―合同輸血療法委員会による支援の最前線―
5月 15日（金）9：00～10：30 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：野﨑 昭人（公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター輸血部）
石田 明（埼玉医科大学国際医療センター輸血・細胞移植部）

PD4-1 佐賀県からの事例発表
末岡榮三朗1,2）

（一般社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所1），佐賀大学医学部2））
PD4-2 埼玉県合同輸血療法委員会の地域輸血支援活動

石田 明
（埼玉医科大学国際医療センター輸血・細胞移植部/埼玉県合同輸血療法委員会）

PD4-3 合同輸血療法委員会における輸血同意説明動画の標準化への取り組み
浦谷 寛1,2），小川寿代2），寺内純一2），原田佐保2），山崎郁子2），三津田太郎2），佐々木かよ子2），
渋谷祐介2），田島正輝2），田部裕二2），横沢 亮2），百瀬慎太郎2），藤井基裕2），森田慶久2），豊﨑誠子2），
野﨑昭人3）

（千葉ろうさい病院中央検査部1），神奈川県合同輸血療法委員会臨床検査部会小委員会2），
神奈川県合同輸血療法委員会3））

PD4-4 標準的な災害時輸血療法実施マニュアルの整備支援および TACO（輸血関連循環過負荷）予防に資する
実態調査等
小笠原 仁1,2），吉田 斉1,3），寺田 亨1,3），阿部 真1），石井知佳沙1,4），工藤佐智子1,5），佐藤郁恵1,4），
小塚源儀1,2），林崎久美子1,6），田村真通1,3），道下吉広1,7），加賀谷 聡1,8），奈良美保1,4），藤島直仁1,5），
面川 進1,3）

（秋田県合同輸血療法委員会1），大館市立総合病院2），秋田県赤十字血液センター3），
秋田大学医学部附属病院4），JA秋田厚生連能代厚生医療センター5），
JA秋田厚生連大曲厚生医療センター6），JA秋田厚生連秋田厚生医療センター7），
JA秋田厚生連平鹿総合病院8））

パネルディスカッション 5 他職種からみた臨床検査技師のタスクシフト―どこまでの業務を行える（行う）のか
わからない，相互理解の重要性―

5月 15日（金）14：00～15：30 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：丸山美津子（三重大学医学部附属病院輸血・細胞治療部）

奥田 誠（日本赤十字社血液事業本部技術部）

PD5-1 他職種からみた臨床検査技師のタスクシフト―当院で実施している輸血実施時の臨床支援業務―
本田昌樹
（青森市民病院医療技術局臨床検査部）
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PD5-2 血液内科医師の立場から見た臨床検査技師のタスクシフト
豊﨑誠子
（東海大学医学部内科学系血液腫瘍内科・東海大学医学部付属病院中央診療部輸血室）

PD5-3 看護師の立場から見た臨床検査技師のタスクシフト/タスクシェアについて
小田真里1），望月久仁子2），斎藤実佳子2），佐藤千紗子2），池上香織2）

（静岡市立清水病院1），静岡市立清水病院検査技術科2））
PD5-4 他職種からみた臨床検査技師のタスクシフト～輸血部管理者の視点から

松浦秀哲
（藤田医科大学医療科学部）

パネルディスカッション 6 アフェレーシスナースの今後の展望―他職種からの期待とナースからの応答―
5月 16日（土）9：00～10：30 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：村田真由美（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院血液治療センター）
佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

PD6 座長の言葉
村田真由美1），佐藤智彦2），若林マリア3），柴田玲子4）

（公益財団法人大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院血液治療センター1），
東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部2），
社会医療法人北楡会札幌北楡病院人工臓器治療センター（AOC）3），
東京都赤十字血液センター事業推進二部4））

PD6-1 細胞療法チーム立ち上げを通じて再認識したアフェレーシスナースの重要性
北村 亘
（高知医療センター血液内科・輸血科）

PD6-2 多職種連携から見たアフェレーシスナースの今後～臨床検査技師の立場から～
古川悠太
（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

PD6-3 臨床工学技士の視点から捉えるアフェレーシスナースの役割と期待
松岡 諒
（自治医科大学附属病院臨床工学部）

PD6-4 血液センター医師の立場から見る血液センター所属アフェレーシスナースの強みと可能性
難波寛子
（東京都赤十字血液センター）

ディスカッサント：若林マリア（社会医療法人北楡会札幌北楡病院人工臓器治療センター（AOC））
柴田 玲子（東京都赤十字血液センター事業推進二部）
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共催パネルディスカッション

共催パネルディスカッション Patient Blood Management を深掘りする
〈共催：ヘモネティクスジャパン合同会社〉

5月 15日（金）15：00～16：30 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）
座長：紀野 修一（日本赤十字社血液事業本部）

津野 寛和（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

SPD-1 日本におけるPBMの現状―特に自己血輸血の活用について―
Current Status of PBM in Japan―Focusing on the Utilization of Autologous Blood Transfusion―
玉井佳子/Yoshiko Tamai
（弘前大学大学院医学研究科輸血・再生医学講座/Department of Transfusion and Cell Therapy Medi-
cine, Hirosaki University Graduate School of Medicine）

SPD-2 日本におけるPBM看護師モデルの構想
Conceptualizing a PBM Nurse Model in Japan
松本真弓/Mayumi Matsumoto1,2），岡 耕平/Kohei Oka2）

（神鋼記念病院血液病センター/Hematology Center, Shinko Hospital1），
滋慶医療科学大学大学院医療管理学研究科/Graduate School of Medical Safety Management, Jikei Uni-
versity of Health Care Sciences2））

SPD-3 当院における周術期PBM推進の実践
Practice Report on In-hospital Implementation of Perioperative PBM：A Multidisciplinary Approach
Centered on the First Pillar of PBM
佐藤智彦/Tomohiko Sato
（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部/Division of Transfusion Medicine and Cell Ther-
apy, The Jikei University Hospital）

SPD-4 Scaling Patient Blood Management in Mexico and LATAM：From Institutional Model to Public Policy
メキシコおよびラテンアメリカにおけるPBMの拡大：施設内モデルから国家レベルの政策へ
Ángel Augusto Pérez-Calatayud1,2）

（Hospital General de México“Dr. Eduardo Liceaga”1），Head of the Division of Critical Areas2））
SPD-5 How to implement Patient Blood Management successfully―international experiences

PBMの実装を成功させる方法―国際的な経験から
Axel Hofmann1,2,3）

（The University of Western Australia1），Professor, Medical School2），International Foundation for Pa-
tient Blood Management（IFPBM）3））

精度管理報告

精度管理報告 5月 16日（土）13：20～13：50 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）
座長：国分寺 晃（広島国際大学保健医療学部医療技術学科）

QC-1 2025 年度日本輸血・細胞治療学会 精度管理調査事業報告 その 1―血液型検査（ABO・RhD血液型），
Rhフェノタイプ検査―
松浦秀哲1），井手大輔2），奥田 誠3），柏原真由4），国分寺 晃5），小嶋俊介6），高野希美7），福吉葉子8），
三浦邦彦9），日高陽子10）

（藤田医科大学医療科学部1），近畿大学病院2），日本赤十字社血液事業本部3），
国立大学法人広島大学病院4），広島国際大学5），国立大学法人信州大学医学部附属病院6），
公立大学法人福島県立医科大学附属病院7），熊本大学病院8），
日本赤十字社北海道ブロック血液センター9），東邦大学医療センター大森病院10））
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QC-2 2025 年度日本輸血・細胞治療学会 精度管理調査事業報告 その 2―不規則抗体検査・直接抗グロブリ
ン試験・机上問題―
井手大輔1），奥田 誠2），柏原真由3），国分寺 晃4），小嶋俊介5），高野希美6），福吉葉子7），松浦秀哲8），
三浦邦彦9），日高陽子10）

（近畿大学病院1），日本赤十字社血液事業本部2），国立大学法人広島大学病院3），広島国際大学4），
国立大学法人信州大学医学部附属病院5），公立大学法人福島県立医科大学附属病院6），熊本大学病院7），
藤田医科大学病院8），日本赤十字社北海道ブロック血液センター9），東邦大学医療センター大森病院10））

サテライトセミナー

サテライトセミナー 1 合同輸血療法委員会が推進する輸血医療の適正化
5月 14日（木）9：00～11：00 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：牧野 茂義（東京都赤十字血液センター）
河野 武弘（大阪医科薬科大学病院輸血室）

ST1-1 血液製剤の廃棄低減に成功した中小規模医療機関の成功要因の徹底分析
関 義信1,2），新國公司3），矢野敏雄4），阿部 崇5），多田哲也6），大倉一晃7），小林健太8），鈴木克弥1），
小林由佳里9），林 美佳子10），大熊京香11），北村友紀12），樋口知彦3）

（新潟大学医歯学総合病院1），新潟県立がんセンター新潟病院2），新潟県赤十字血液センター3），
長岡赤十字病院4），新潟市民病院5），立川綜合病院6），済生会新潟県央基幹病院7），新潟県立津川病院8），
厚生連柏崎総合医療センター9），新潟大学地域医療教育センター魚沼基幹病院10），新潟県立中央病院11），
新潟県福祉保健部12））

ST1-2 「在宅・小規模医療施設における適正・安全な輸血」を確立するための好事例掘り起こしと詳細調査から
見えてきた課題
長谷川雄一1,2）

（筑波大学茨城県地域臨床教育センター1），茨城県赤十字血液センター2））
ST1-3 秋田県合同輸血療法委員会の活動と参加医療機関における輸血医療の均てん化

小笠原 仁1,2），吉田 斉1,3），寺田 亨1,3），阿部 真1,3），石井知佳沙1,4），工藤佐智子1,5），佐藤郁恵1,4），
小塚源儀1,2），林崎久美子1,6），田村真通1,3），道下吉広1,7），加賀谷 聡1,8），奈良美保1,4），藤島直仁1,5），
面川 進1,3）

（秋田県合同輸血療法委員会1），大館市立総合病院2），秋田県赤十字血液センター3），
秋田大学医学部附属病院4），JA秋田厚生連能代厚生医療センター5），
JA秋田厚生連大曲厚生医療センター6），JA秋田厚生連秋田厚生医療センター7），
JA秋田厚生連平鹿総合病院8））

ST1-4 鹿児島県合同輸血療法委員会で実施した令和 7年度血液製剤使用適正化方策調査研究事業について
宮園卓宜1,2）

（慈愛会今村総合病院血液内科/輸血管理室1），鹿児島県合同輸血療法委員会代表世話人2））
ST1-5 神奈川県合同輸血療法委員会における多職種合同カンファレンスの実施報告

野﨑昭人，田島正輝，小川寿代，藤井基裕，寺内純一，三津田太郎，田部裕二，佐々木かよ子，
横沢 亮，百瀬慎太郎，山崎郁子，浦谷 寛，渋谷祐介，原田佐保，二瓶裕美，石井 修，森田慶久，
豊﨑誠子，萩原真紀，大久保理恵
（神奈川県合同輸血療法委員会）
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サテライトセミナー 2 フローサイトメトリーによる CD34陽性細胞数測定研修セミナー
5月 14日（木）9：00～10：00 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）

座長：髙橋 典子（国立がん研究センター中央病院臨床検査科輸血管理室）
皆川 敬治（公立大学法人福島県立医科大学附属病院輸血・移植免疫部）

＜第 1部＞CD34 測定の実際
ST2-1 CD34 陽性細胞測定の品質保証―標準化QC・プロセスコントロール・外部精度管理の統合運用―

岩崎拓也，四ノ宮隆師，小高智之，後藤 玄
（日本ベクトン・ディッキンソン株式会社）

ST2-2 Stem-Kit™を使用したCD34 陽性造血幹細胞測定の注意点とポイント
方波見幸治
（ベックマン・コールター株式会社）

ST2-3 シングルプラットフォームによるビーズを用いないシスメックス製フローサイトメトリー絶対数計数の
検討
河野麻理
（シスメックス，日本・東アジア地域本部，カスタマーサポート部，学術サポートグループ）

＜第 2部＞CAR-T 細胞療法に関わるフローサイトメトリー検査
ST2-4 CAR-T 細胞療法におけるCD3陽性細胞数の測定について

渡邉珠緒
（京都大学医学部附属病院検査部細胞分析検査室）

サテライトセミナー 3 病院情報システム
5月 15日（金）14：50～16：50 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）

座長：末岡榮三朗（祐愛会高島病院未来型医療研究所）
大谷 慎一（北里大学医学部輸血・細胞移植学）

ST3-1 病院情報システム 13年間の歩み
大谷慎一
（北里大学医学部輸血・細胞移植学）

ST3-2 National hemovigilance system としての J-HeST の構築，運用と課題
松岡佐保子
（埼玉医科大学国際医療センター輸血・細胞移植部）

ST3-3 Blood transfusion chain を実現するための具体的方策と現状・課題に関する考察
末岡榮三朗1,2）

（一般社団法人ゆうあい社会福祉事業団未来型医療研究所1），佐賀大学医学部2））
ST3-4 医療DXが描く未来と JLAC11：標準化による臨床検査データの利活用推進と全国医療情報プラット

フォームへの対応
湯地晃一郎
（東京大学医科学研究所国際健康医療推進社会連携研究部門）

ST3-5 医療情報システムに係る患者安全の確保に向けた取り組み
中根謙祐1,2）

（株式会社エヌデーデー1），一般社団法人保健医療福祉情報システム工業会2））
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サテライトセミナー 4 検査技師リフレッシャーコース（輸血検査技術講習会委員会）
5月 16日（土）9：00～11：00 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：富山 隆介（富山大学附属病院検査・輸血細胞治療部）
奥田 典子（兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター）

ST4-1 ABO血液型オモテウラ不一致症例への対応～考え方，アプローチを中心に～
天本貴広
（久留米大学医療センター臨床検査室）

ST4-2 不規則抗体同定検査におけるポイントとその対処法について
佐藤郁恵

ST4-3

（秋田大学医学部附属病院輸血細胞治療・移植再生医療センター）
爪を用いた ABO 血液型検査

  安田広康
（福島県立医科大学医学部輸血移植免疫学講座）

ST4-4 ABO不適合造血幹細胞移植後の血液型の変化
水村真也
（虎の門病院輸血・細胞治療部）

指定教育セミナー

指定教育セミナー 1 細胞治療に必要な細胞処理・検査に関する技術講習会（細胞治療認定管理師制度協議会，学
会認定アフェレーシスナース制度指定講習会）

5月 15日（金）14：00～16：00 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

1．細胞の凍結保存プロセスを知る
座長：三村 尚也（千葉大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）

阿部真知子（東北大学病院輸血・細胞治療部）
ES1-1 細胞の凍結保存プロセスを知る：細胞凍結保存の基礎

田野崎隆二1,2）

（湘南鎌倉総合病院輸血・再生医療センター1），慶應義塾大学医学部輸血・細胞療法センター2））
ES1-2 PBSC凍結保存処理の実際

池本純子
（兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター）

2．現場のトラブル・問題への対応
座長：藤原実名美（東北大学病院輸血・細胞治療部）

武田 航（国立がん研究センター中央病院造血幹細胞移植科）
「こんな時どうする」
ES1-3 真っ赤なPBSC産物が届いた

武田 航1,2）

（国立がん研究センター中央病院造血幹細胞移植科1），
国立がん研究センター中央病院細胞療法調製部門2））

ES1-4 届いたPBSCの CD34 陽性細胞が多すぎる
中林咲織1,2）

（国立がん研究センター中央病院臨床検査科1），国立がん研究センター中央病院細胞療法調製部門2））
ES1-5 ABO不適合骨髄の赤血球除去後の回収率が低い

岩木啓太
（東北大学病院輸血・細胞治療部）
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ES1-6 ドナーにPRPを返血するには
平安山知子
（九州大学病院）

「問題事例の再周知」
ES1-7 骨髄バンクの安全情報を院内で共有していこう：PBSCバッグに操作用アダプターが挿入されて届いた

事例
石橋小百合，原口京子
（東京都立駒込病院輸血・細胞治療科）

指定教育セミナー 2 認定輸血検査技師に求められること（認定輸血検査技師制度協議会試験委員会）
5月 15日（金）9：00～10：30 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：奧山 美樹（千葉県赤十字血液センター）
杉本 達哉（東海大学医学部付属八王子病院臨床検査技術科）

ES2-1 認定輸血検査技師制度概略
池本純子
（兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター）

ES2-2 血液型検査の実際―正しい手技と知識でつなぐ安全な輸血療法―
渡部和也
（福島県立医科大学会津医療センター附属病院臨床検査部）

ES2-3 認定輸血検査技師に求められること～抗体関連検査～
櫻澤貴代
（北海道大学病院検査・輸血部）

ES2-4 認定輸血検査技師としての活動
村井良精
（札幌医科大学附属病院）

指定教育セミナー 3 アフェレーシスナースの役割と安全対策―アフェレーシスナースの存在意義
5月 15日（金）10：30～12：00 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：久保田 寧（佐賀県医療センター好生館検査部）
山本由加里（富山大学医学部付属病院看護部/アフェレーシスナース制度カリキュラム委員

会副委員長）

ES3-1 穿刺技術の一考と採血副作用の予防策及び対応―血液センターの経験から―
柴田玲子
（東京都赤十字血液センター）

ES3-2 学会認定・アフェレーシスナースの存在意義～赤十字血液センターの立場から～
牧野志保1），片岡由佳1），小島麻美2），小川峰津江2），土居明子1），古長加代子1），福山博美2），
本田紗也香3），内田紋子2），岡村弘子3），松本喜久代2），内藤一憲2），池田和眞2）

（岡山県赤十字血液センター表町出張所1），岡山県赤十字血液センター2），
日本赤十字社中四国ブロック血液センター3））

ES3-3 混合病棟における末梢血幹細胞採取の安全管理～付き添い困難な環境でのアフェレーシスナースの安全
管理体制構築～
飯塚初美，有馬夏希
（防衛医科大学校病院）
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ES3-4 移植コーディネーターとアフェレーシスナースの両資格を有する看護師から見たアフェレーシスナース
の役割と安全対策と存在意義
平良真紀子，宮城京子，伊良皆美香，眞榮城智子
（琉球大学病院）

指定教育セミナー 4 ブラッシュアップセミナー（学会認定・臨床輸血看護師 カリキュラム委員会）
5月 16日（土）13：20～14：50 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：平安山知子（九州大学病院遺伝子・細胞療法部）
梅木 智美（雪の聖母会聖マリア病院安全・感染管理室）

ES4 医療者のリーダーシップ
伊野美幸（聖マリアンナ医科大学医学教育文化部門医学教育研究分野）

指定教育セミナー 5 I＆A Q＆A
5月 16日（土）8：00～9：30 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）

座長：横濱 章彦（群馬県赤十字血液センター）
田中 朝志（東京医科大学八王子医療センター輸血部）

ES5-1 I＆A 視察と視察員の現状と今後
横濱章彦1,2）

（群馬県赤十字血液センター1），I＆A審議会視察員教育委員会2））
ES5-2 I＆A の視察状況と今後の展望

田中朝志
（東京医科大学八王子医療センター輸血部）

指定教育セミナー 6 2026年度 I＆A 視察員養成講習会
座長：横濱 章彦（群馬県赤十字血液センター）

ES6 I＆A の視察について
横濱章彦，伊藤 誠，加藤裕一，野﨑昭人，梶田幸夫，小嶋俊介，飛田 規，水島智子，坊池義浩，
土居靖和，鷹野壽代
（I＆A審議会視察員教育委員会）

《講義》 事前動画配信（現地会場での配信・視聴はありません）

《ロールプレイ》5月 16日（土）9：40～11：10
ポスター会場（パシフィコ横浜ノース 3F G314～319）

《まとめ》5月 16日（土）11：10～11：40
第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）
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第 31回学術奨励賞受賞記念講演

第 31回学術奨励賞受賞記念講演
5月 14日（木）15：40～16：10 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：豊嶋 崇徳（北海道大学大学院医学研究院血液内科学教室）

GL 乾式 FFP高速解凍モードの検討
力丸峻也1），只野光彦1），高野希美1），川畑絹代1），池田和彦1,2）

（福島県立医科大学附属病院輸血・移植免疫部1），福島県立医科大学医学部輸血・移植免疫学講座2））

第 25回村上記念賞受賞記念講演

第 25回村上記念賞受賞記念講演
5月 14日（木）16：10～17：10 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：松本 雅則（奈良県立医科大学附属病院輸血部）

ML 自分らしく生きる―黄色い涙を超えて
室井一男（自治医科大学名誉教授）

共催ランチョンセミナー

共催ランチョンセミナー 1 〈共催：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社〉
5月 14日（木）12：10～13：10 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：池本 純子（兵庫医科大学病院輸血・細胞治療センター）

LS1 未来の臨床検査技師に求められる価値とは
神戸 翼（臨床検査×わくわくプロジェクト/株式会社医療経営政策総合研究所）

共催ランチョンセミナー 2 〈共催：ゼリア新薬工業株式会社〉
5月 14日（木）12：10～13：10 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

LS2 周産期領域におけるPBM～貧血管理を中心に～
竹田 純（順天堂大学医学部産婦人科学講座）

共催ランチョンセミナー 3 〈共催：アボットジャパン合同会社〉
5月 14日（木）12：10～13：10 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：小林 正夫（日本赤十字社中四国ブロック血液センター）

LS3 知っているようで知らないリンゴ病―パルボウイルス流行と血液製剤における感染防止対策―
坂田秀勝（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所感染症解析部）
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共催ランチョンセミナー 4 血小板減少症の診断と発症メカニズム 〈共催：サノフィ株式会社〉
5月 14日（木）12：10～13：10 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）

座長：加藤 恒（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）
桑名 正隆（日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学分野）

LS4-1 血小板減少症の病態整理と診療
加藤 恒
（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）

LS4-2 自己免疫による血球減少症の病態
桑名正隆
（日本医科大学大学院医学研究科アレルギー膠原病内科学分野）

共催ランチョンセミナー 5 〈共催：KMバイオロジクス株式会社/一般社団法人日本血液製剤機構〉
5月 14日（木）12：10～13：10 第 7会場（パシフィコ横浜ノース 4F G418+419）

座長：天野 景裕（東京医科大学臨床検査医学分野）

LS5 整形外科医が考える血友病患者の周術期管理
大野久美子（東京大学大学院医学系研究科難治性骨疾患治療開発講座）

共催ランチョンセミナー 6 〈共催：ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社〉
5月 15日（金）12：10～13：10 第 1会場（パシフィコ横浜ノース 3F G303+304）

座長：加藤 光次（九州大学大学院医学研究院病態修復内科学）

LS6 はばたく～次世代細胞療法運用学で目指すべきゴール
新井康之（京都大学医学部附属病院細胞療法科）

共催ランチョンセミナー 7 〈共催：株式会社ジェイ・エム・エス/Cerus社〉
5月 15日（金）12：10～13：10 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：宮田 茂樹（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

LS7 Clinical Advantage of Intercept Fibrinogen Concentrate（IFC）over Traditional Cryoprecipitate：Room
Temperature Storage for Five Days and Immediate Availability
Hua Shan（Professor and Medical Director, Transfusion Medicine Service, Stanford University Medi-
cal Center）

共催ランチョンセミナー 8 〈共催：富士フイルム和光純薬株式会社〉
5月 15日（金）12：10～13：10 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：牧野 茂義（東京都赤十字血液センター）

LS8 ABO不適合造血幹細胞移植後の輸血検査における注意点
水村真也（虎の門病院輸血・細胞治療部）
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共催ランチョンセミナー 9 ヘムライブラを“どう使うか”：先天性・後天性血友病 Aにおける位置付けと課題
〈共催：中外製薬株式会社〉

5月 15日（金）12：10～13：10 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：関 義信（新潟大学医歯学総合病院血液内科）

LS9-1 京都大学病院におけるヘムライブラ治療の現状と課題
白川康太郎
（京都大学大学院医学研究科血液内科学）

LS9-2 後天性血友病A～出血死ゼロを目指して～
鈴木伸明
（名古屋大学医学部附属病院輸血部）

共催ランチョンセミナー 10 輸血部の新たな役割～クリオシールの導入と運用～
〈共催：旭化成メディカル株式会社〉

5月 15日（金）12：10～13：10 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）
座長：藤原慎一郎（自治医科大学附属病院輸血・細胞移植部）

LS10-1 クリオシール導入における院内体制構築の実際～システム整備・電子カルテ改修・院内マニュアル作
成～
山川朋世
（獨協医科大学病院輸血部）

LS10-2 円滑なクリオシールシステムの運用～医療の質的向上と病院への貢献～
蓮輪亮介
（大阪公立大学医学部附属病院輸血部）

共催ランチョンセミナー 11 Blood Healthの改善のための鉄代謝専門家からの提言
〈共催：シスメックス株式会社〉

5月 15日（金）12：10～13：10 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）
座長：佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

鈴木 隆浩（北里大学医学部血液内科学）

LS11-1 輸血を支える人々の鉄代謝：健常人・献血ドナーの鉄欠乏の実態と国際的対策の潮流
佐藤智彦
（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

LS11-2 輸血を支える人々の鉄代謝：輸血での鉄過剰と鉄動態の最新知見
鈴木隆浩
（北里大学医学部血液内科学）

共催ランチョンセミナー 12 〈共催：Sobi Japan株式会社〉
5月 15日（金）12：10～13：10 第 7会場（パシフィコ横浜ノース 4F G418+419）

座長：冨山 佳昭（医療法人財団樹徳会上ヶ原病院）

LS12 免疫性血小板減少症（ITP）の理解を深める～症例に基づくアバトロンボパグの適正使用と将来の展望～
山之内 純（愛媛大学医学部附属病院輸血・細胞治療部）
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共催ランチョンセミナー 13 〈共催：ファイザー株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 2会場（パシフィコ横浜ノース 4F G401＋402）

座長：小川 孔幸（群馬大学医学部附属病院輸血部）

LS13 血友病治療における新たな治療選択―ヒムペブジの可能性―
山之内 純（愛媛大学医学部附属病院輸血・細胞治療部）

共催ランチョンセミナー 14 希少血液疾患診療を支える検査の意義と活用 〈共催：武田薬品工業株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：松本 雅則（奈良県立医科大学血液内科）

LS14-1 From Lab to Clinic：フォン・ヴィレブランド病診療における検査の意義と活用
稲葉 浩
（東京医科大学病院臨床検査医学科）

LS14-2 ADAMTS13 関連検査と血栓性血小板減少性紫斑病
酒井和哉
（奈良県立医科大学輸血部）

共催ランチョンセミナー 15 アフェレーシス最適化のための取り組み 〈共催：テルモ BCT株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）

座長：佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学附属病院輸血・細胞治療部）

LS15-1 細胞治療を支える採取チームの連携力―質の高いアフェレーシスを目指して―
山﨑理絵
（慶應義塾大学病院輸血・細胞療法センター）

LS15-2 迷わず・安全に進めるアフェレーシス―多職種で支える体制実装と役割―
村田真由美
（倉敷中央病院看護部 血液治療センター）

共催ランチョンセミナー 16 〈共催：Sobi Japan株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 5会場（パシフィコ横浜ノース 4F G414+415）

座長：米村 雄士（熊本県赤十字血液センター）

LS16 検査データで支えるPNH診療―早期診断と治療中のブレークスルー溶血管理
上野志貴子（熊本大学病院輸血・細胞治療部）

共催ランチョンセミナー 17 〈共催：サノフィ株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 6会場（パシフィコ横浜ノース 4F G416+417）

座長：天野 景裕（東京医科大学臨床検査医学分野）

LS17 名古屋大学の血友病診療～オルツビーオⓇの使用状況～
鈴木伸明（名古屋大学医学部附属病院輸血部）
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共催ランチョンセミナー 18 ECP療法の臨床と運用面を考える 〈共催：セラコス ジャパン株式会社〉
5月 16日（土）12：10～13：10 第 7会場（パシフィコ横浜ノース 4F G418+419）

座長：鬼塚 真仁（東海大学医学部内科学系血液腫瘍内科）

LS18-1 慢性GVHDに対するECP療法の実際
横山寿行
（山形大学医学部内科学第三講座血液・細胞治療内科学分野）

LS18-2 ECP療法における輸血・細胞治療部の取り組み
奈良崎正俊
（山形大学医学部附属病院輸血・細胞治療部）

共催スイーツセミナー

共催スイーツセミナー 1 〈共催：株式会社カイノス〉
5月 14日（木）14：30～15：30 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：名倉 豊（東京大学医学部附属病院輸血部）

SSW1 輸血検査での内部精度管理・外部精度管理のポイント
三浦邦彦（日本赤十字社北海道ブロック血液センター品質部）

共催スイーツセミナー 2 〈共催：ノバルティスファーマ株式会社〉
5月 15日（金）16：20～17：20 第 3会場（パシフィコ横浜ノース 4F G403）

座長：後藤 明彦（東京医科大学血液内科学分野）

SSW2 PNH治療の進歩と輸血からの離脱
上野志貴子（熊本大学病院輸血・細胞治療部）

共催スイーツセミナー 3 希少疾患における最新の治療戦略
〈共催：レコルダティ・レア・ディジーズ・ジャパン株式会社〉

5月 15日（金）16：20～17：20 第 4会場（パシフィコ横浜ノース 4F G404）
座長：正本 庸介（東京大学医学部附属病院輸血部）

SSW3-1 CAD新規治療薬（スチムリマブ）適応患者の適切な診断に向けて―CAD診断における検査室の役割―
細川美香
（大阪大学医学部附属病院輸血・細胞療法部）

SSW3-2 骨髄線維症の概要と治療
池田和彦
（福島県立医科大学医学部輸血・移植免疫学講座）
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2026年日本血小板・顆粒球型ワークショップ

2026年日本血小板・顆粒球型ワークショップ
5月 15日（金）14：30～17：00 第 7会場（パシフィコ横浜ノース 4F G418+419）

【開会の辞】
会長：岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

【2026年度日本血小板・顆粒球型ワークショップ総会】
議長：小林 洋紀（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

会長：岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

【ISBT報告】
血小板WS1 ISBT 報告

津野寛和（日本赤十字社長野県赤十字血液センター）

【特別講演】
座長：小林 洋紀（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

血小板WS2 ITP の病態・治療と，自己抗体から見える同種血小板抗原の臨床的意義
正本庸介（東京大学医学部附属病院輸血部）

【ワークショップ】
座長：髙橋 大輔（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

血小板WS3 広島大学病院における抗好中球抗体検査の実施状況と課題
栗田絵美
（広島大学病院診療支援部臨床検査部門輸血細胞療法グループ）

血小板WS4 小児好中球減少症患者における抗好中球抗体の抗体特異性について
鎌田裕美
（日本赤十字社血液事業本部中央血液研究所）

血小板WS5 ブロック血液センターで実施したHPA抗体検査の精度管理について
小林洋紀
（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

血小板WS6 血小板膜GPVI 欠損症：自己抗体による後天的蛋白欠損症
冨山佳昭
（大阪大学医学部附属病院輸血部/上ヶ原病院）

【招請講演】
座長：岡崎 仁（日本赤十字社関東甲信越ブロック血液センター）

血小板WS Update on TRALI pathways
TRALI の発症経路に関する最新知見
Yoke Lin FUNG1,2,3）（University of the Sunshine Coast, Australia1），Professor of Medical Laboratory Sci-
ence2），President-Elect of the International Society of Blood Transfusion（ISBT）3））




